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許　可　名

1,165

132

創業：　昭和62年3月　　       ■　資本金：　1,300万円

事務所床面積：　303.6㎡                    ■　工場等床面積：　1,911.6㎡

事業年度
2020年度

（2020.2～2021.1）

許　可　番　号

132114

売上高　(決算期間：毎年2月1日～翌年1月31日）　　 ■　従業員数

許　可　・　有　効　年　月　日

TEL:024-947-1166　 FAX:024-946-5588

TEL:024-937-3655　 FAX:024-953-5251

TEL:0248-21-5548　 FAX:0248-21-5547

環境事業部 〒963-1247福島県郡山市田村町下道渡字柳田82　        　　　

県南支店    〒969-0101福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字山崎山7    　　　

事業者名：　株式会社 タイセークリーン

代表者名：　代表取締役 本田 弘　(環境管理責任者）　

対象事業所　(認証範囲・所在地)

許可証一覧　

環境経営レポート　（対象期間：毎年4月1日～翌年3月31日）（発行日：毎年5月）

一般廃棄物・産業廃棄物収集運搬業   ■　産業廃棄物中間処理業   ■　再生資源リサイクル業

建築物清掃業   ■　クリーニング業   ■　警備業   ■　貨物運送取扱事業・一般貨物運送事業

売上額（百万円） 1,120

事業活動　(認証範囲)

本社          〒963-0105福島県郡山市安積町長久保三丁目12番地16  　

従業員数（人）

2022年度

事業規模 

（2022.2～2023.1）

EA21事務局：　安全衛生環境担当名：佐藤 昭則　 Email：a_sato@taisee-clean.co.jp

第０８７２００１１８４７号

第４５号

会　社　概　要

2021年度

（2021.2～2022.1）

1,193

第０８７１１０１１８４７号

郡山市

郡山市

　一般廃棄物収集運搬業

　産業廃棄物収集運搬業

　産業廃棄物処分業郡山市 令和9年12月10日

令和6年3月31日

令和6年5月1日

第００７５２０１１８４７号

第００７０２０１１８４７号

第００８０１０１１８４７号 令和9年9月23日

栃木県

山形県

群馬県

千葉県

宮城県

茨城県

令和6年5月1日

令和6年11月28日第００６０９０１１８４７号

　産業廃棄物収集運搬業

福島県

福島県

第００９０００１１８４７号 令和9年11月24日　産業廃棄物収集運搬業

　特別産業廃棄物収集運搬業

　産業廃棄物収集運搬業

　産業廃棄物収集運搬業

　産業廃棄物収集運搬業

　産業廃棄物収集運搬業

第０１００００１１８４７号 令和6年1月18日

第０１２０００１１８４７号 令和8年1月29日

第００４０００１１８４７号 令和6年11月4日

　産業廃棄物収集運搬業

令和7年9月28日

タイセークリーン本社 郡山市 安積町

環境事業部 郡山市 田村町

県南支店 西白河郡 泉崎村
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■

処理能力 187.18ｔ/日 187.18ｔ/日 187.18ｔ/日 187.18ｔ/日 190.48t/日 189.62t/日 155.35t/日 3.39t/日

処理方法 破砕 破砕 破砕 破砕 破砕 破砕 破砕 圧縮・梱包

処理能力 271.31t/日 178.27t/日 190.48t/日 58.97t/日 58.97t/日 180.74t/日 180.74t/日 180.74t/日

処理方法 破砕 破砕　埋立 破砕 選別　破砕 選別　破砕 破砕 破砕 破砕

■

保管面積（㎡） 7.20 7.20 6.00 5.20 3.60 3.60 5.04 7.56

保管上限（㎥） 6.69 6.69 2.99 4.00 2.00 2.00 4.00 6.00

高さ（ｍ） 1.25 1.25 0.90 1.25 1.25 1.25 1.25 1.25

■

容量

200ℓ

300ℓ

200ℓ

1㎥

■

■

■　缶の圧縮機 ■　ペットボトルの圧縮機

県南支店　泉崎村　リサイクル施設

産　廃　処　理　業　概　要

中間処理場の概要

産業廃棄
物の種類

ｺﾝｸﾘｰﾄがら
(有筋)

ｺﾝｸﾘｰﾄがら
(無筋)

アスファルトが
ら

その他
がれき類

ガラスくず、
コンクリートくず
及び陶磁器くず

金属くず
紙くず

(ﾘｻｲｸﾙ不可)
紙くず

(ﾘｻｲｸﾙ可)

産業廃棄
物の種類

運搬容器等の名称 用途

積替え又は保管施設の概要

産業廃棄物
の種類

燃え殻 汚泥 廃油
廃プラス
チック類

動植物性
残さ

金属くず
ガラスくず、

コンクリートくず
及び陶磁器くず

がれき類

混合
廃棄物

(管理型)

廃プラス
チック類

(ﾘｻｲｸﾙ不可)

廃プラス
チック類

(ﾘｻｲｸﾙ可)

廃プラス
チック類
(焼却物)

車両以外の運搬施設の概要

木くず
(ﾘｻｲｸﾙ不可)
(ﾘｻｲｸﾙ可)

繊維くず
廃石膏
ボード

混合
廃棄物

(安定型)

フレコンパック 石綿含有産業廃棄物

脱着式コンテナ 10㎥
燃え殻、汚泥、廃プラスチック類、木くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器く
ず、ゴムくず、金属くず、鉱さい、紙くず、繊維くず

蓋付ドラム缶 廃油

ケミカルドラム 廃酸、廃アルカリ

クリーンボックス 2㎥
燃え殻、汚泥、廃プラスチック類、木くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器く
ず、ゴムくず、金属くず、鉱さい、紙くず

オープンドラム缶 動物の死体、動物のふん尿、動植物性残さ

廃棄物処理の料金
料金は、廃棄物の(種類・量・収集運搬距離等)を調査後、お見積書(無料)を、ご提示致します。
なお、当社本社：営業部まで　（☎024-947-1166）　ご相談ください。
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〇

収　集　運　搬　業　・　許　可　・　車　輛　一　覧
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体
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水
銀
含
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業
廃
棄
物

石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
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〇

備
考

ば
い
じ
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燃
え
殻

廃
油

汚
泥

引
火
性
廃
油

廃
強
酸

廃
強
ア
ル
カ
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感
染
性
廃
棄
物

特定有害産業廃棄物

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

処
理
し
た
も
の

廃
P
C
B
等

P
C
B
汚
染

指
定
下
水

鉱
さ
い

令和9年11月24日

令和9年9月23日

第00609011847号

令和6年11月28日

許可番号

許可期限

○

収
運

収
運

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

〇 〇

収
運

〇

○ ○ ○ ○

○

○

○ ○ ○ ○○

○ ○○ ○

○
※

○
※

○
※

○
※

○
※

○

5
4

10

収
運

廃
石
綿
等

■　収　集　運　搬　登　録　車　両　一　覧

〇 〇第00702011847号

令和6年5月1日

〇 〇

収
運

第01000011847号

令和6年1月18日

○ ○
※

収
運

収
運

収
運

○ ○ ○

業
の
区
分

〇

第08711011847号

令和6年5月1日

●
※

●
※

●
※

●
※

●
※

●
※

●
※

●
※

● ●○

〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇

○ ○ ○

第00400011847号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

令和6年11月4日

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○
※

○
※

○
※

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ ○○ ○

○第01200011847号

令和8年1月29日

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○○ ○○ ○ ○
山形県

千葉県

福島県

23

福島県

郡山市

宮城県

栃木県

第00752011847号
令和7年9月28日

○ ○ ○ ○

茨城県

群馬県

第00801011847号 ○ ○

〇 〇

収
運

第00900011847号

○ ○ ○

許可番号

許可期限

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○○

○ ○

○ ○ ○

　　ダンプ車　Ｆゲート付

1
パッカー車

3
2

1
2
1
1
2

1
2

1

10
1
3
4

3

8
9

2
2
2
1
4
7
2
1
1

4
7
8

10
11

ウイング車

ｺﾝﾃﾅ専用脱着装置付
ｺﾝﾃﾅ専用脱着装置付
ｺﾝﾃﾅ専用脱着装置付　ｸﾗﾑ付
ｺﾝﾃﾅ専用脱着装置付
ｺﾝﾃﾅ専用脱着装置付
ｺﾝﾃﾅ専用脱着装置付
　　ダンプ車
　　ダンプ車
平 ダンプ車
深 ダンプ車

ユニック車
ユニック車　　セルフ付
清掃車

トラックパレル車　パワーゲート付
ユニック車
ユニック車

平 ダンプ車　パワーゲート付
　　ダンプ車

3 深 ダンプ車 冷蔵冷凍車
1

　　ダンプ車　Ｆゲート付4

4
4
4
4

環境事業部　破砕施設

許
可
区
分

■　産　業　廃　棄　物　収　集　運　搬

許
可
区
分

■　特　別　管　理　産　業　廃　棄　物　収　集　運　搬

（登　録　車　両　台　数　計

0.35
1
2
2

●印は積替え保管有。

印は石綿含有産廃物含む。

（2）は建設基礎工事に係る汚泥に限る。

（1）は含水率85以下の汚泥に限る。

 5　　　



再生品

(売却)

再生原料

処理委託

(売却)

廃プラスチック類

(リサイクル不可/焼却処理）

再生原料

コンクリートがら

(リサイクル　ダンボール）

紙くず

破砕

破砕

破砕

破砕

破砕

破砕

破砕

破砕

破砕

その他がれき類

ガラスくず・コンクリート
くず及び陶磁器くず

廃プラスチック類

(リサイクルf可）

金属くず

紙くず

再生品

(売却)

処理
委託

処理
委託

処理
委託

処理
委託

処理
委託

再生原料

(売却)

再生原料

(売却)

郡山リサイクル協同組合

青木環境事業㈱

繊維くず

安定型混合廃棄物

処理
委託

再生

処理
委託

郡山リサイクル協同組合

青木環境事業㈱

㈲コスモ･クリーン

㈱商報舎

飯岡工業㈱

㈱矢島礦業所

福島農林合同会社

処理
委託

処理
委託

処理
委託

管理型混合廃棄物

(処理困難焼却可能物)

廃石膏ボード

木くず

(リサイクル）

木くず

アスファルト
コンクリートがら

廃プラスチック類

(リサイクルf不可/埋立） ㈱商報舎

福島農林合同会社

㈲ タイセーエクセレント

㈲コスモ･クリーン

㈱商報舎

飯岡工業㈱

㈱矢島礦業所

福島農林合同会社

焼却

㈱グローバルシステムジャパン

福島農林合同会社

郡山リサイクル協同組合

青木環境事業㈱

再生

再生

焼却

焼却

埋立

埋立

再生

埋立

再生

埋立

再生

埋立

遠野興産㈱

焼却

㈱釜屋

埋立

産　業　廃　棄　物　処　理　・　フ　ロ　ー　図

廃棄物品目
運
搬

中
間

処理方法
主な中間後の処理先

及び最終処分先
処分
方法

再生

埋立

㈱クリーンテック

㈱ナコード

小名浜吉野石膏㈱

㈱グリーンアローズ東北

㈱クリーンテック

中越環境開発㈱

（２次運搬先の最終処分）

破砕

破砕

圧縮
梱包

㈱釜屋

福島農林合同会社

郡山リサイクル協同組合

青木環境事業㈱

二瓶商店

㈲コスモ･クリーン

㈱商報舎

飯岡工業㈱

㈱矢島礦業所

福島農林合同会社

豊島硝子

㈲コスモ･クリーン

排
　
　
　
　
　
出
　
　
　
　
　
現
　
　
　
　
　
場

　
　
収
集
運
搬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱
　
タ
　
イ
　
セ
　
ー

　
ク
　
リ
　
ー

　
ン

　
　
中
間
処
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱
　
タ
　
イ
　
セ
　
ー

　
ク
　
リ
　
ー

　
ン

破砕

破砕

破砕

破砕
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本社

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

代表者による経営上の課題とチャンスの明確化を実施

    株式会社タイセークリーン
          代表取締役 本田  弘

総務部 営業部 経理部

(本田　伸子) (渡邊　充一) (高野　純一)

警　備　課

役　　職 　　　　　　　　　　　　役割　・　責任　・　権限

（部長：菊地　広行）
（専務：五十嵐　誠）

本社サイト

環境経営責任者

（代表取締役：本田　弘） 環境経営事務局

制定日：2013年3月25日

改定日：2023年6月22日

サイト

環境経営責任者
（代表取締役：本田　弘）

EA21推進委員会 安全衛生環境担当

（役　　　員）
（部門責任者）

（佐藤　昭則）

  環境事業部サイト 本社サイト

環境事業部 清掃事業部 サービス事業部

（常務：松田　智裕）
（課長：佐々木　宏典）

県南支店サイト

県南支店
産業廃棄物収集運搬課 クリーニング課 サービス課

（支店長：向井　泰直）　

環 境 経 営 シ ス テ ム 組 織 図

環境経営に関する統括責任

環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

環境経営責任者・各部門責任者を任命

■　（部門責任者）

■　全従業員

 

　

■　環境経営事務局

■　環境経営責任者

■　代表取締役
環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

環境経営目標・環境経営計画書を承認

一般貨物自動車運送課 片付清掃課

代表者による全体の評価と見直しを実施

環境経営レポートの承認

環境経営システムの構築、実施、管理

決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

環境経営方針の理解と各自の役割・責任及び環境への取り組みの重要性を自覚

自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

自部門における緊急事態対応手順書の作成、テスト・訓練の実施、記録の作成保管

特定された項目の手順書作成及び運用管理

自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

自部門の従業員に対する教育訓練の実施

自部門における環境経営方針の周知

自部門における環境経営システムの実施

環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

環境関連法規等取りまとめ表の作成

環境経営の取組結果を代表者へ報告

環境経営目標・環境経営計画書を確認

環境関連法規等の取りまとめ票を承認

環境経営活動の実績集計

環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

環境経営責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

環境経営レポートの確認

■県南支店
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■

■

■

■

■

■

■

■

■

　■　我が社は、清掃業 ・廃棄物処理業を通して、持続可能な社会を目指し、地域 ・
 　　　コミュニティとともに、地域環境との共生に向けた取り組みを展開します。

≪環境保全活動指針≫

私たちは事業活動に係わる環境影響を常に認識し、環境汚染の防止に努めるとともに、地球
環境に配慮し ・ 脱炭素 ・ 循環経済 ・ 自然と共生する環境保全活動を展開し、環境経営の
継続的な改善を行います。

環　境　経　営　方　針

認証番号0009719≪環境経営理念≫

■

お客様との対話を通じて、行政、団体、地域社会との共存を大切にし、関連する環境法規等
を遵守するとともに、持続可能な社会を実現するために日々改善に取り組みます。

 全社員一丸となって、次の具体的活動に取り組みます。

「エコドライブ10のすすめ」を車運転時実践し燃費改善に取り組みます。

電気・灯油・ガス使用量の削減に取り組みます。

一般廃棄物の削減、及び、ｺﾋﾟｰ用紙使用量の削減に取り組みます。

受託した産業廃棄物の再資源化に取り組みます。

化学物質の適正管理に取り組みます。

「ｸﾞﾘｰﾝ購入法適合商品の調達」を積極的に推進します。

清掃活動等の地域環境維持に積極的に取り組みます。

　　　　■　この環境経営方針は文書化し全社員並びに協力会社にも広く配布し周知徹底させます。
　　　　　　更に全社員が環境経営活動に理解を深め行動するように継続的教育を行い意識の向上を図ります。

改定日2022年11月24日

株式会社 タイセークリーン

代表取締役 本 田 弘
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　　　廃棄物種類 単位 収集運搬量
　コンクリートくず t 3,727
　管理型混合廃棄物 t 3,118
　廃プラスチック類 t 2,404
　木くず t 1,927
　アスファルトくず t 1,532
　がれき類 t 1,425
　廃石膏ボード t 856
　金属くず t 833
　安定型混合廃棄物 t 698
　ガラスくす・陶磁器くず t 411
　紙くず t 334
　汚泥 t 233
　感染性廃棄物 t 115
　石綿含有産業廃棄物 t 80
　繊維くず t 23
　もえがら t 12
　蛍光灯(水銀使用製品) t 8
　廃油 t 8
　廃アルカリ t 4
　廃酸 t 1

合計 t 17,749

処理方法等 単位 処理量
破砕 ｔ 1,728
破砕 ｔ 1,574
破砕 ｔ 1,015
破砕 ｔ 863
破砕 ｔ 852
破砕 ｔ 838
破砕 ｔ 831
破砕 ｔ 435
破砕 ｔ 424
破砕 ｔ 396
破砕 ｔ 195
破砕 ｔ 13
再生 ｔ 1,574
再生 ｔ 852
再生 ｔ 396
再生 ｔ 276
チップ燃料 ｔ 156
再生 ｔ 51

t 3,305
t 9,164

処理方法等 単位 処分量等
管理型埋立（委託） ｔ 1,178
安定型埋立（委託） ｔ 831
管理型埋立（委託） ｔ 562
安定型埋立（委託） ｔ 424
安定型埋立（委託） ｔ 360
安定型埋立（委託） ｔ 303

t 3,658
木くず 焼却（熱回収） ｔ 858
廃石膏ボード 再生（石膏ボード） ｔ 550
廃プラスチック類 焼却（熱回収） ｔ 500
紙くず 焼却（熱回収） ｔ 145
繊維くず 焼却（熱回収） ｔ 13
廃プラスチック類 再生（燃料以外） ｔ 2

t 2,068
t 5,726

単位 収集運搬量
ｋｇ 498
ｋｇ 4
ｋｇ 0
ｋｇ 238
ｋｇ 234
ｋｇ 974

廃プラスチック類
安定型混合廃棄物

最
終
処
分

木くず
紙くず(ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ)

管理型混合廃棄物
がれき類

廃石膏ボード

コンクリートくず
アスファルトくず

金属くず
廃石膏ボード

ガラスくす・陶磁器くず

安定型混合廃棄物
ガラスくす・陶磁器くず

金属くず
紙くず

繊維くず

木くず
廃プラスチック類
アスファルトくず
廃石膏ボード

がれき類

産 業 廃 棄 物 収 集 運 搬 処 理 ・ 実 績

　　廃棄物種類

合計

小計

小計

中
間
処
理

（

再
資
源
化
等
）

       合計

　　資源ごみ　（ｽﾁｰﾙ缶・アルミ缶）
　　資源ごみ　（ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ・ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙのふた」）

　　     　  ■　一般廃棄物収集運搬

　　可燃ごみ
　　不燃ごみ
　　資源ごみ　（段ボール・雑誌・新聞紙）

　■　産業廃棄物収集運搬

　■ 中間処理

事
業
系

う
ち
再
資
源
化
等

中
間
処
理

　　　 合計

収
集
運
搬

中
間
処
理
後
の
産
業
廃
棄
物

小計

廃棄物の種類

廃棄物の種類

 ■　中間処理後・産業廃棄物（最終処分・中間処理・再資源化等）

管理型混合廃棄物
コンクリートくず
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削減　2.1％

kg-CO2 2.1% 902,962 kg-CO2

■ 　軽　油 kg-CO2 2.1% 785,350 kg-CO2

■ 　ガソリン kg-CO2 2.1% 73,577 kg-CO2

■ 　電　力 kg-CO2 2.1% 44,035 kg-CO2

　■　建築物清掃業　　　　　■　クリーニング業

　　■　化学物質購入量 化学物質購入量は、受注量に左右されるため、適宜SDS調査し導入を目指す

　　■　地域環境維持運動参加 率先参加を目指す

　　■　受託(収集運搬処理量) 各受託産廃に関する目標値は、受託量に左右されるため、
運搬車両の効率配送を目指す　　■　受託（再資源化量）

　■　単期・環境経営目標は、基準年（２０２０年度）実績比　2.1％削減

該当項目
2020年度　（2020.2～2021.1） 2022年度　（2022.2～2023.1）

　基準年・実績 単期　・　環境経営目標

　　■　二酸化炭素排出量 922,331

802,196

75,155

44,980

　　■　化学物質購入量 化学物質購入量は、受注量に左右されるため、適宜SDS調査し導入を目指す

　　■　地域環境維持運動参加 率先参加を目指す

　　■　一般廃(各ｻｲﾄ排出量) 2020年度実績比 2.1% 削減 2020年度実績比 2.2% 削減 2020年度実績比 2.3% 削減

　　■　受託(収集運搬処理量) 各受託産廃に関する目標値は、受託量に左右されるため、
運搬車両の効率配送を目指す　　■　受託（再資源化量）

　　■　二酸化炭素排出量 2020年度実績比 2.1% 削減 2020年度実績比 2.2% 削減 2020年度実績比 2.3% 削減

　　■　総排水量（水使用量） 2020年度実績比 2.1% 削減 2020年度実績比 2.2% 削減 2020年度実績比 2.3% 削減

環 境 経 営 目 標 設 定

　■　中期　・　環 境 経 営 目 標 設 定

該当項目

中期　・　環境経営目標

2022年度
（2022.4～2023.3）

2023年度
（2023.4～2024.3）

2024年度
（2024.4～2025.3）
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数　量 単位 料金　（円）
CO2排出量
（kg-CO2)

割合

軽油 （全サイト） 317,414 Ｌ 46,024,973 818,927 85.92%

ｶﾞｿﾘﾝ （全サイト） 31,604 Ｌ 5,372,620 73,321 7.69%

電力3 ｾﾝﾄﾗﾙ電力 （環境事業部） 42,999 ｋｗｈ 2,063,093 25,369 2.66%

電力4 ｾﾝﾄﾗﾙ電力 （県南支店） 24,648 ｋｗｈ 1,027,036 14,542 1.53%

灯油 （全サイト） 3,995 Ｌ 448,240 9,948 1.04%

電力1 東北電力 （本社） 16,465 ｋｗｈ 638,824 8,595 0.90%

電力2 東北電力 （環境事業部） 4,357 ｋｗｈ 191,764 2,274 0.24%

ＬＰＧ （全サイト） 55 ｋｇ 44,729 164 0.02%

55,811,279 953,140 100.00%

17,749 ｔ

9,164 ｔ

3,305 ｔ

5,726 ｔ

3,658 ｔ

2,068 ｔ

974 ｋｇ

974 ｋｇ 56,913

9,164 ｔ

2,684 ｔ

5,505 ｔ

3,658 ｔ

282 ㎥ 62,109

153 ㎥ 78,788

270 ㎥ 110,098

60 ｋｇ

21 ｋｇ

90 ｋｇ

12 ｋｇ

32 ｋｇ

8 ｋｇ

■

環 境 負 荷 ・ 実 績　（取りまとめ）

購入量：35％塩酸

水使用量
（シート7）

上水(全サイト)

(2)一般廃・収集運搬量　事業系 （全サイト）

一般廃棄物総排出量（シート5）

エネルギー
使用量

（シート3）

合計（エネルギー）

受託廃棄物
再生資源処

理量
（シート4）

（1)産廃・収集運搬量

(環境事業部)

　　　2）中間処理量

　うち再資源化等量

　　　4）中間処理後の処分量

最終処分量等

　　中間処理量等

産業廃棄物総排出量（シート6）

438,723,069 (環境事業部)
中間処理量

うち再資源化量

最終処分（埋立）量

該当項目

２０２2年度　（2022年4月 〜 2023年3月）

警備業

含有量：塩化水素35％

(本社)

(環境事業部)

(県南支店)

化学物質使
用量

（シート8）
購入量：一ﾂ星ﾗｯｶｰｼﾝﾅｰ量

(清掃事業部)

含有量：ﾄﾙｴﾝ25％

購入量：ミヤキ　レプライト

含有量：ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ13.6％

（全サイト）
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2020年度

基準年実績 削 減 率 目 標 実 績 削 減 率 達 成 率

（a） 2.1% （b） （c）
(a-c)/a
×100

b/c
×100

売上高 売上高（百万円/年） 1,120 1,165

二酸化炭素排出量(㎏-CO2/年) 922,331 2.1% 902,962 943,028 -2.24 95.75 △

二酸化炭素排出原単位(㎏-CO2/t) 792 2.1% 775 809 -2.24 95.75 △

軽油使用量（㎏-CO2/年） 802,196 2.1% 785,350 818,927 -2.09 95.90 △

軽油使用量原単位（㎏-CO2/百万円） 689 2.1% 674 703 -2.09 95.90 △

ガソリン使用量(㎏-CO2/年) 75,155 2.1% 73,577 73,321 2.44 100.35 ○

ガソリン使用量原単位(㎏-CO2/百万円) 65 2.1% 63 63 2.44 100.35 ○

電力使用量（㎏-CO2/年） 東北電力
㈱USEN NETWORKS（セントラル電力）

0.522
0.590

44,980 2.1% 44,035 50,780 -12.89 86.72 ×

電力使用量原単位（㎏-CO2/百万円）
39 2.1% 38 44 -12.89 86.72 ×

■ 環境事業部

軽油 2.580

ガソリン 3.320

電力量

該 当 項 目

二
酸
化
炭
素

排
出
係
数

環　境　経　営　目　標　評　価

CO2
全体

2022年度

評
　
価

評価

記号

達成率90%以上～100%未満　△　

達成率90%未満　✕　

達成率110%以上　◎　

達成率100%以上～110%未満　○　
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（ な に を ） （ ど の よ う に ） （ い つ ） （ ど こ で ） （ だ れ が ） 1/4期 2/4期 3/4期 4/4期

■ 『緑のカーテン』設置(窓・玄関ドア付近) ◎ ◎ ◎ ◎ 水補給全員で実施

■ 冷暖房温度設定（冬季20 ℃・夏季28℃） △ △ △ △

■ ＯＡ・家電待機電力削減(ｺﾝｾﾝﾄ抜く) ○ ○ ○ ○

■ ＯＡ・家電待機電力削減(ｴｺﾀｯﾌﾟ導入) ○ ○ ○ ○

■ クールビズ、ウォームビズ ○ ○ ○ ○ 毎月朝礼・声掛け

■ 外出時(パソコン電源ＯＦＦ) △ △ △ △ 適宜確認

■ 不要照明の消灯 ◎ ◎ ◎ ◎ 昼休み消灯

■ 効率的運行計画(ルート設定) 佐々木 ◎ ◎ ◎ ◎ 日々作成指示

■ 法定速度の遵守 ○ ○ ○ ○

■ 車両適性運転(ｱｸｾﾙ空ふかしＮＧ) △ △ △ △

■ 急発進・急停車・急加速禁止 △ △ △ △

■ 不必要なアイドリングストップ(冬季) △ △ △ △

■ エアコン控えめ(夏季) △ △ △ △

■ タイヤの空気圧を定期的に調整する ○ ○ ○ ○

■ 重機等(省エネモード運転) ○ ○ ○ ○

■廃棄物分別 ■ 産廃とリサイクルの分別徹底 全社員 ◎ ◎ ◎ ◎

■ ﾄﾞｷｭﾜｰｸｽ活用(電子ＰＤＦ・ＦＡＸ受信)保存 ◎ ◎ ◎ ◎

■ プレビュー確認後、印刷 △ △ △ △

■ 裏紙使用の徹底 ○ ○ ○ ○

■ 両面コピーの励行 ○ ○ ○ ○

■コピー用紙 ■ 不要コピー用紙シュレッター後(再資源化) ○ ○ ○ ○

■ 水道出しっぱなし禁止（歯磨き時ｺｯﾌﾟ使用） ○ ○ ○ ○

■ 水道出しっぱなし禁止（掃除時ﾊﾞｹﾂ使用） ○ ○ ○ ○

■ 雨水の有効活用 ○ ○ ○ ○

■ 化学物質導入時の法遵守(ＳＤＳ確認) ○ ○ ○ ○

■ 化学物質の適正管理 ○ ○ ○ ○

■ グリーン購入対象商品の購入 △ △ △ △

■ エコマーク商品の優先的購入 △ △ △ △

■ 地域清掃活動への参加 ◎ ◎ ◎ ◎ 毎月清掃実施

■ エコキャップ ◎ ◎ ◎ ◎ 毎月提供

■ 全社員が家庭節電・節水・ゴミ分別の実施 通年 家庭 全社員 ◎ ◎ ◎ ◎ 随時声掛け

■ ＬＥＤ照明導入

■ 人感センサー導入(トイレ照明)　

■ ＨＶ・ＥＶ車両導入

■ バッテリー式フォークリフト導入

環境経営計画の取組状況評価

活動取組項目
活 動 の 具 体 的 内 容

(活動期間：2022年4月～2023年3月)
時　期 場　所 担 当 者環境

目標
今年度

取組内容

(評価記号)　◎良く出来た　○まあまあ出来た　 △やや不十分　×…不十分

次年度
取組内容

■電力・灯油
　の削減

通
年

全
サ
イ
ト

各
部
署
長

継続実施

適宜確認

取　組　状　況　評　価

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

環
境
事
業
部

在庫チェック
購入時把握

継続実施

■紙使用
　の削減

各
部
署
長

事
務
担
当

■エコ運転
　の実施

通
年

通
年

全
サ
イ
ト

継続実施
菊地

各
運転手

点呼時指示

継続実施

随時確認・声掛け

随時確認・声掛け

継続実施
全
社
員

化
学

物
質

■化学物質
使用量

通
年

清
掃

事
業

部
五
十
嵐

総
排
水
量

の
削
減

■水道使用量
　の削減

通
年

全
サ
イ
ト

廃
棄
物
排
出
量

の
削
減

■　ビックパレット

継続実施

社
会
貢
献

■地域・社会
貢献活動

通
年

全
社

社
長 継続実施

エ
コ

購
入

■グリーン商品
の購入

商

品

発

注

事
務
所

社
長

ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰ、
制服、A4ファイル、

コピー機

適宜実施

　　≪2022年度取組の振り返り≫
　　　昨今の目を見張る自然の驚異、地球規模の転変地変(地球温暖化⇔二酸化炭素排出量)この環境を身近に感じ少しでも
　　　二酸化炭素排出量の削減を考えさせられる一年でした。更に、コロナ禍の影響で社会情勢が大幅変貌し、社内においても
　　　感染防止対策を施し『企業クラスター報道等』にならない様、社員へ社会情勢状況の周知を図り感染防止関連対策など、
　　　検温機・3密・手洗い・うがいなど、社内レイアウトの変更・仕事のやり方・取組方を再考する年でした。ｴｺｱｸｼｮﾝ21指標の中で、
　　　改めて環境負荷排出量、実績(数値)を見える化し環境活動具体的目標値に努めて参ります。

　　≪2023年度以降の取組について≫
　　　今後の取組は、環境負荷・実績(取りまとめ)結果を踏まえて、ＣＯ２量排出量の割合が多い、
　　　特に、軽油85.9％・ガソリン7.69％合わせて93.61％ と地球温暖化を考えれば、産廃収集運搬時の
　　　運転手のエコ運転などの車載運行管理システム(21台搭載済み) を活用して、現状把握をしながら、
　　　啓蒙・周知活動を行います。更には、車載運行システム21台の他に、
　　　軽油使用（重機19台・軽油車46台）ｶﾞｿﾘﾝ使用車27台 のシステム導入検討と
　　　何より、今年の暑さ(地球温暖化)を、一人ひとりが考えて、二酸化炭素排出量削減のため、
　　　地道な活動を行うため、啓蒙・周知に努めて参ります。

適宜継続検討
全
社
員

の
提
案

■削減提案
対応

通
年

全
社

社
長
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■遵守状況

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

■ 遵守事項または規制基準 ■ 当社の適用及び対応

環 境 関 連 法 規 等 の 遵 守 ・ 評 価

■ 環境関連法規等の名称

2023.5.8確認

■　建築物清掃業

■ 排出事業者から管理票ﾏﾆﾌｪｽﾄ伝票（複写式7枚綴A・B1・B2・C1・C2・D・E）交付受理

■ 排出事業者に返送　（運搬終了後　・10日以内に　B2票）

■ 排出事業者に返送　（ﾏﾆﾌｪｽﾄ交付日から　・90日以内に　Ｂ2票　・Ｄ票）

■ 廃棄物の処理及び
　　清掃に関する法律

■ 産業廃棄物管理票
     (マニフェスト）

■ 排出事業者から産業廃棄物

■ マニフェスト交付の
　　　　　　　　　　返送・保管・報告

■ 騒音に係る環境基準

■ 安全ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ(SDS)交付 ■ 化学物質の有害性、取扱方法、健康障害防止、ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ等の教育・周知する。

■ 昼間(6：00～22：00)　A・B (住居地域)55ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下・C (工業地域)60ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下

■ 排出事業者に返送　（最終処分終了後　・180日以内に　E票）

■ 保管基準の遵守　・　廃棄物の悪臭・飛散防止

■ マニュフェスト交付状況を毎年6月30日迄、県知事に報告

■ 労働安全衛生法

■ 騒音規制法

■ 産業廃棄物の委託処理基準

○■ リユース(Ｒｅｕｓｅ)使用済み製品やその部品等を繰り返し使用する

■ リサイクル(Ｒｅｃｙｃｌｅ)廃棄物等を原材料やエネルギー源として有効利用する

■ 我が社に適用となる主な環境関連法規等について、2023年５月８日付で遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。
　　また、過去3年間、関係行政当局からの違反等の指摘や訴訟等はありません。

○

■振動規制法 ■ 振動に係る環境基準
■ 第2種区域　昼間(7：00～19：00)65ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下・夜間(19：00～7：0)60ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下

■ 第1種区域　昼間(7：00～19：00)60ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下・夜間(19：00～7：0)55ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下

■ 夜間(22：00～6：00)　A・B (住居地域)45ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下・C (工業地域)50ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下

■道路運送車両法

産業廃棄物の適正処理・３Ｒ推進

■特定家庭用機器廃棄物のサイクル料金

■自動車のリサイクル料金

■国等の施策への協力

■業務用エアコンの簡易点検・記録保存

■保守点検・清掃

■郡山地方広域消防組合の届出

■盗難、紛失の防止

■届出

■積載重量制限の遵守

■浄化槽法・法定点検

■火災予防条例

■毒物及び劇物取締法

■ＰＲＴＲ法

■道路交通法

■ 循環型社会形成
　　　推進基本法

■家電リサイクル法

■自動車リサイクル法

■グリーン購入法

■フロン排出抑制法

■ 産業廃棄物の適正保管
■ 保管場所の表示(60cm×60cm　以上掲示)

■ 処分許可業者への委託契約書の締結

■ 排出事業者に返送　（中間処理終了後　・10日以内に　D票）

■点検および整備の遵守

■ 指定数量の1/5（200L）以上の危険物を貯蔵する場合には、消防署長に届出が必要

■ 鍵のかかる場所に保管　 薬品の管理簿を作成把握する

■ 第1種指定化学物質の使用量把握・報告

■ 過積載の遵守　（積載重量の制限を超えて乗車・積載し車両運転しない）

■ 自動車の点検・整備を保安基準に適合するように維持する

■ 特定家庭用機器を長期間使用し排出を抑制する・廃棄時のサイクル料金の支払

■ 自動車所有者は、購入時・最初車検時・廃車時の時点で、リサイクル料金の支払

■ 物品購入・借受等する場合の環境物品等(ｴｺﾏｰｸ商品)の選択

■ 使用保全(圧縮機定格出力7.5kw以上50kw未満)　簡易点検の実施　(1回以上／3年)

■ 毎年1回、浄化槽の保守点検及び浄化槽の清掃をし、その記録を3年間保存する

■ リデュース(Ｒｅｄｕｃｅ)製品生産時に使用資源量を少なくする・廃棄物発生を少なくする
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ど
こ
で

なにを ど　の　よ　う　に　　・　す　る

■ 災害発生に備えて使用後は什器等を固定、消火器の設置場所、避難経路の確認。

■ 第一に自分の身を守る。

■ 安全を確保したのち、使用中の場合は火を消す。

■ 初期消火。

■ 緊急連絡体制に基づき速やかに連絡し各部署長は避難状況の確認を取る。

■ 物の置き方は種類別に平行、直角が原則。

■ 転がるものには必ずクサビ（転び止め）をする。

■ 形をそろえて置く。倒れやすいものは縛る。

■ 現場構内の「整理・整頓・清掃」を徹底する。

■ 消火作業  　　　　　

■ けが人の確認

■ 消防署へ連絡

■ 油をバケツで受け止めてウェスで漏洩止める。

■ 漏洩した油・流域方向に吸着砂を設置し、さらなる流出を止める。

■ 漏洩の拡散が止まったことを確認し、吸着マットで油を回収する。

■ 汚れた床は吸着砂・吸着マット・中和剤を使い洗浄する。

■ 回収した油、使用した道具は産業廃棄物として処分する。

■ 配管等が外れていないか確認して作業する。

■ 普段から車両点検の際に油圧ホースの劣化にも注意する。

■ 保管場所を定め安定した場所に保管する。

■ アウトリガーを目いっぱい張出し車の固定を遵守する。

■ 作業前に重量物の持ち上げの仮定をする。

■ ワイヤーが切れないか、ブームが曲がらないか随時確認する。

■ もし車が倒れた場合すみやかに緊急連絡体制の通りに連絡する。

■ 廃棄物が道路等に流出した場合には行政に報告する。

■ 作業前にフックが問題なくかかっているかを。目視する。

■ 斜めになって作業した場合、ローラー破損等の事故に繋がる。

■ もしコンテナが落下した場合すみやかに緊急連絡体制の通りに連絡する。

■ 廃棄物が道路等に流出した場合には行政に報告する。

■ ｶﾗｺｰﾝ・ｺｰﾝﾊﾞｰで、作業範囲を囲ってから作業開始する。

■ オペレーターは常に周りに気を配り作業する。

■ 旋回範囲に入る時は、ｵﾍﾟﾚｰﾀに合図し確認出来たら入る。

■ 原則、作業員は安易に重機に近づかない。

■ もし重機と接触した場合には緊急連絡体制に基づき速やかに連絡する。

■ オペレーターは常に周りに気を配り作業する。

■ 作業中は視野が狭くなるので、その上で普段の作業を気を付ける。

■ 近づく場合には必ずオペレーターに合図を送り認識した事を確認する。

■ 屋内の狭さを常に意識し注意する。

■ フォークリフトは必ず爪を下した状態でエンジンを切る。

■ もし接触した場合には緊急連絡体制に基づき速やかに連絡する。

緊 急 事 態 ・ 対 策 手 順

■
　
全
サ
イ
ト

■地震災害発生

■火災が発生

■
　
環
境
事
業
部
サ
イ
ト

■灯油、軽油の
　 敷地内に漏洩

■ドラム缶が倒れ
   廃油が漏洩

■運搬車・重機の
   油圧ﾎｰｽ破れ
   油が漏洩

■ユニック作業中に
　重量物を持ち上げ
　車が傾き倒れた

■運搬車ｺﾝﾃﾅ
  作業中ﾌｯｸが外れ
  ｺﾝﾃﾅが落下

■重機作業中に
　誤って作業員と
　接触

■屋根に誤って
 　ローダーや
   フォークリフト
   が接触
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無 有

○

○

○

○

○

○

■　代表者による見直し指示

  見　直　し　指　示　内　容

 2022年11月24日付改定・全従事員へ周知すること。

 未達要因を把握し目標の再設定を検討すること。

見　直　し　項　目

　環境経営方針

　環境経営目標

 法令遵守を継続し日々注意喚起をお願いします。

 変更は無いので日々教育と周知をお願いします。

 企業価値を向上させる情報共有をお願いします。

■　代表者による評価

　　　　私たちが取り巻く地球環境は、益々厳しくなり地球温暖化をはじめ、あらゆる生態系に悪影響を
　　　及ぼしています。　　当社は、エコアクション21を通じ、あらゆる環境改善活動を社員一丸となって、
　　　取り組んでおります。環境改善活動は大きく目に見える効果は出ませんが、持続可能な社会実現
　　　のため、地道な活動が大事になっております。今後も改善活動を行って参ります。

　　　　今期は受注が増加傾向。　コロナ禍の中、社内空調環境の換気ロスにより、エアコンやヒーター
　　　の使用量が増加しました。社員の健康を守るための事であり、環境経営目標達成しなかったのは
　　　残念ですが、引き続き様子を見ていこうと考えております。

　　　　物価上昇による燃料の高騰は、経営にも大きな負担となっております。エコドライブやアイドリング
　　　ストップを確実に行い、さらなる高みを目指します。

　　　　ＳＤＧs(持続可能な開発目標)の推進も行っており、事業を通じて地球環境の保全や地域社会へ
　　　の貢献を推進して参ります。

代 表 者 に よ る 評 価 ・ 見 直 し ・ 指 示

　環境経営活動計画

　法規制等に関する情報

　環境に関する組織

違反、訴訟等の情報

 未達目標については活動計画を見直しすること。

■　ビックアイ
株式会社タイセークリーン

代表取締役 本田 弘
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